
近畿圏物資流動調査とは

調査の内容
次の2種類のアンケートの両方にご回答いただきます。

●物流実態アンケート
・事業所概要
（立地場所､従業員数､業種､機能 など）
・搬出／搬入物流量
・搬出先／搬入元
（住所､業種､施設種類､輸送手段 など）

●物流に関する意向アンケート
・事業所の意向
（立地条件の評価､移転ニーズ､行政施策ニーズ など）

回答の方法
インターネット､もしくは紙のアンケート票の郵送にて
回答できます。

【京阪神都市圏交通計画協議会】
国土交通省近畿地方整備局､国土交通省近畿運輸局､
滋賀県､京都府､大阪府､兵庫県､奈良県､和歌山県､
京都市､大阪市､堺市､神戸市､
西日本高速道路（株）関西支社､阪神高速道路（株）､
（独）都市再生機構､関西鉄道協会､近畿バス団体協議会

京阪神都市圏交通計画協議会

https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/pt/

京阪神都市圏交通計画協議会では、京阪神都市圏の望ましい交通体系の実現をめざし、昭和45年以降、
人の動きや物の動きに着目した種々の調査の実施・検討ならびに都市交通体系の計画・提案を重ねてまいりま
した。
このたび、その一環として「物資流動調査」を実施することとなりました。物資流動調査は昭和50年度より10年

に一度実施している統計調査であり、この調査は、近畿圏における様々な物の動きや、事業所の立地特性が都
市交通に及ぼす影響のほか、事業所の物流拠点立地ニーズを把握し、今後の物流への対応方策を検討するこ
とを目的として行っております。

調査の対象

近畿圏（滋賀県､京都府､大阪府､兵庫県､奈良県､和歌
山県）に立地する事業所のうち、次の業種を対象として､
約73,000事業所を無作為に抽出。

金属製造業､化学製品製造業､
機械器具製造業､軽工業品製造業製造業

原材料卸売業､製品卸売業卸売業
倉庫業､道路貨物運送業､水運業､
航空運輸業､運輸に附帯するサービス業､
郵便業､複合サービス事業（郵便局）

運輸業
郵便業

小売業
サービス業

近畿2府4県

兵庫県

京都府

滋賀県

奈良県

和歌山県

大阪府

② 郵送

①インターネット

※従業者数10人以上の事業所を対象
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回答方法

1 アクセスする
以下検索もしくは2次元コードより表示される『京阪
神都市圏交通計画協議会』HP内の「物資流動調
査 回答ページ」にアクセス。
サイトに記載された案内に従い、ログインします。

2 Excelアンケート票をダウンロード

3 Excelアンケート票に回答
Excelアンケート票は｢実態アンケート｣（青色シート）
および
｢意向アンケート｣（オレンジ色シート）にわかれています。
両方のアンケートに入力をお願いいたします。

5 特設サイトに再度、アクセス
再度、「物資流動調査 回答ページ｣にログインしま
す。

【インターネットで回答する】

【紙のアンケート票で回答する】

6 Excelアンケート票をアップロード
入力し終わったExcelアンケート票を
アップロードします。

同封されている以下の2種類のアンケート票にご記入いただき、返信用封筒に入れて投函してください。

近畿圏 物資流動調査

▲実態アンケート票

▲意向アンケート票

インターネット､もしくは紙のアンケート票の
２つの方法で回答できます。

「京阪神都市圏交通計画協議会」HPは
下記よりアクセスできます。

PCに保存されているデータを
活用して入力できるので

カンタン手軽に回答できます︕

調査期間︓令和８年10月１日 11月５日

返信用封筒▲

切手は不要です。
そのままポストに
ご投函ください。

2



■ご回答いただく内容
物資の搬入・搬出がない場合でも、ご回答をお願いします。
本調査は、貴事業所において「物資の搬入・搬出が発生しているか否か」および、発生している場合には、
その特徴等についてお答えいただくものです。

各質問項目は、貴事業所に関する内容だけに限定してお答えください。
貴事業所と同じ会社でも他の事業所（本社、他の支社、他の営業所等）の内容は含めないでください。

■対象とする業種と本調査が対象とする物資流動
本調査では次の業種が調査対象です。貴事業所の業種に合わせて対象の物資流動をお答えください。

■調査対象となるもの ■調査対象とならないもの
●貴事業所の敷地内における物資の移動（公道を通らないもの）
●貴事業所の事務に関連した書類
●貴事業所に設置している売店、食堂、自動販売機等に関連するもの
●納品後に単に返送のためだけに輸送される空コンテナ等の空の容器

●重量が１kg以上のもの
●上記に該当する返品・リサイクル品

■ 回答にあたっての注意事項
●回答欄に選択肢が用意されている場合には、あてはまる番号をチェックしてください。
●数値は指定された単位で四捨五入してお答えください。
●記入する数値が「ゼロ」の場合は空欄にせず「０」とお答えください。
●物流量は重量でお答えください。なお、重量で答えられない場合は、回答可能な単位でお答えいた
だいても構いません。その場合は、単位を明記してください。
●ご不明な点がございましたら、下記サポートセンターまでお問い合わせください。

回答方法や記入例は
ホームページをチェック
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以下検索もしくは2次元コードより
『京阪神都市圏交通計画協議会』HP
にアクセス

 運 輸 業  

●道路貨物運送業 ●水運業 ●航空運輸業 

●倉庫業 ●運輸に附帯するサービス業 

●郵便業 ●複合サービス事業（郵便局） 

  荷 主 （運輸業以外） 

●製造業   ●卸売業 

●小売業   ●サービス業 

 

   

①貴事業所の敷地・施設に搬入された物資 

②貴事業所の敷地・施設から搬出された物資 

③貴事業所の所属貨物車等による貴事業所で

積み降ろさない物資 

①貴事業所の敷地・施設に搬入された物資 

②貴事業所の敷地・施設から搬出された物資 

 

 

近畿圏 物資流動調査
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平成27年度に実施された第５回物資流動調査の結果は、
物流施策の各種検討に活用されてきました。
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平成27年度に実施された第５回物資流動調査の結果は、
物流施策の各種検討に活用されてきました。
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集計結果のデータはダウンロードして
ご活用いただけます。
京阪神都市圏交通計画協議会のホームページでは、物資流動調査の集計結果
(Excel形式)をダウンロードできます。

ダウンロードの手順

①京阪神都市圏交通計画協議会のホームページを検索

②「交通計画情報プラットフォーム」を選択

③データ閲覧システムの中から
「第5回（H27）調査についてはこちら」を選択

④利用条件をご確認の上、利用申請フォーム（ご所属、データの利用目的）をご記入いただ
き送信

京阪神都市圏交通計画協議会 検索

このような検討にデータ活用いただけます

●物流効率化 ●災害対策･BCP策定 ●行政との連携
●拠点の立地 ●サプライチェーンの強化 ●環境負荷の評価

ぜひ一度｢データ閲覧システム｣
ページをご覧ください。

きっと役立つデータが見つかります︕
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